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 ＧＷはいい天気の日が多かったですね。 

 ２日（月）はGWの３連休に挟まれた１日でしたが、ほ 

とんどの子が欠席せずしっかり登校してくれました。 

 この日の給食の時間を見ていると、１年生も全校の時間に 

合わせてがんばって食べていました。時間内になかなか食べ 

きれない（あるいは好き嫌いがある？）子がいる中、しっか 

り完食できる子もいます。たくましい子への第一歩です 

ね。カメラを向けるとそれぞれのポーズで笑顔を見せて 

くれました。成長を感じる嬉しいひとときです。 

連体に向けて練習開始！ 
今月は来たる 20日（金）に市の連合体育大会が予定 

されています。さまざまな制約がある中ですが、５年生 

は 100m走に、6年生は 50mハードル走に出場します。 

 去る 28日（木）、6年生がハードル走の練習をし 

ていました。板本先生と教頭先生にポイントを教わり 

ながら、何回も練習を繰り返していました。 

 運動が好きな子供たちなので、本番に向けて、これ 

からも楽しみながら練習を重ねてほしいと思います。 
 
4/27(水) 春の遠足 
 この日、朝はあいにくの空模様でしたが、天気予報どおりお昼前には雨も上がり、少し肌寒いながらも

気持ちのよい一日となりました。１・２年生は魚津市方面、３・４年生 

は富山市方面、５・６年生は高岡市及び砺波市方面へと出かけました。 

この日の欠席は０！ 全校児童が楽しく過ごすことができたようで本当 

によかったです。詳しくは本校の HPをご覧ください。 

★子供たちの成長を感じる喜び  それを伝え合う先生方の素敵な姿 

 私はこの日、緊急事態に備え「本部」として学校に待機していました。 

まあちょっぴり寂しかったですが･･･、でも大きなけがや急病の連絡が入 

らず何よりでした。また出発や帰校の際の子供たちの表情を見ていると、 

それだけで楽しい気持ちのお裾分けをしてもらった気分です。 

 遠足を終え、先生方からは「子供たちがしっかりしていて 

ほとんど心配いりませんでした」との報告がよく聞かれまし 

た。帰校式で子供たちに直接「立派でしたよ」とほめたり感 

謝したりしている先生もいま 

した。またその後の職員室で 

は、３月までの旧担任の先生 

にも今日の子供たちの素晴ら 

しかった様子を伝え、成長を 

共に喜び合っていました。私 

は、お互いの感動を率直に伝 

え合う先生方の様子に心が温 

かくなりました。そして、話題となっている子供たちの様子をあれこれ自分で想像して楽しみました。 
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貫和巡査長さんの交通安全教室 ～自転車を安全に運転するために～ 
 去る 4月 21日（木）は３～６年生向けに体育館で、そして 28日（木）は３・４年生向けにグラウン

ドでと２回にわたって、若栗駐在所の貫和巡査長さんに交通安全に関する指導をしていただきました。 

 DVDを使ってのお話では、交通事故に遭わない、交通事故を起こさない（自転車の小学生が加害者と

なる交通事故もあるそうです）ための注意点を確認しました。またグラウンドでの実地練習では、細かい

アドバイスを加えながら丁寧に教えていただきました。貫和さん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズ「教室におじゃまします」 4／28（木）２年 算数科の巻 
 この日、私は急用によりお邪魔したい時間の初めを 10分間以上遅刻して 

しまいました。あわてて教室に入ると、もう授業が進んでいました。 

 筆算の確かめ（まとめ）の 1時間でした。教科書 1ページ分の確認問題に 

子供たちは取り組んでいました。すでに先に終わった子のうち、黒板に答えを 

書きたい子たちが黒板前に集まり、順番を待ちながら所定の場所に答えを丁寧 

に書き込んでいました。また、他の子は「ミニ先生」となって、まだ終わって 

いない子に近付き、さりげなくアドバイスをしていました。その自然な様子に 

私は驚き、感心しました。4月からこのスタイルで算数の授業を繰り返して 

きていることが分かりました。 

 まだ小学 2年生といえども、算数は理解・習得の個人差が大きい教科で、 

進み具合は一人一人違います。でも、どの子も「分かるようになりたい」と 

いう素直な意欲をもち、学習に取り組んでいます。黒板に答えを書いている 

子も、ミニ先生で教えている子も、そして教えてもらっている子も、それぞ 

れ自分の力やペースに応じて夢中で算数の問題に向き合っています。担任の 

長島珠美先生は、そうした子供たちの様子を温かく見守りながら、一人一人 

の進み具合を確かめていました。 

 残り時間もわずかとなりました。最後は 

全員で答え合わせをしました。先ほど黒板 

に答えを書いていた子が順に自分の担当の 

分を答え、その後、皆で「合っています」 

と声を合わせました。どの子も満足げな様 

子でこの日の算数が終わりました。 


